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1. 2020年3月期第1四半期の業績（2019年4月1日～2019年6月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 2,040 6.5 204 22.7 200 22.1 159 0.1

2019年3月期第1四半期 1,915 22.5 166 ― 164 ― 159 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第1四半期 53.03 ―

2019年3月期第1四半期 52.99 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 12,622 5,923 46.9

2019年3月期 13,378 5,886 44.0

（参考）自己資本 2020年3月期第1四半期 5,923百万円 2019年3月期 5,886百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

2020年3月期 ―

2020年3月期（予想） 0.00 ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,300 14.3 380 54.1 350 47.8 290 33.1 96.42

通期 9,100 10.8 820 45.6 780 44.0 660 17.7 219.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

当社は、2019年９月30日付でチタン酸リチウム事業を分社化いたします。これに伴い、2020年３月期第２四半期より連結決算へ移行いたします。

連結業績予想につきましては、現時点で合理的な算出が困難なため、算出が可能となりました段階で改めて公表いたします。

なお、上記予想は第２四半期(累計)及び通期の個別業績予想であり、５月15日に公表した予想から修正はありません。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期1Q 3,027,626 株 2019年3月期 3,027,626 株

② 期末自己株式数 2020年3月期1Q 19,911 株 2019年3月期 19,872 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期1Q 3,007,747 株 2019年3月期1Q 3,008,064 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想等の将来に関する記述につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因
によって予想値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料2ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)業績予想などの将来予測
情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。
 
(1) 経営成績に関する説明 

 当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、米中貿易摩擦の深刻化などの先行き不透明な状況はありましたも

のの、政府による経済政策や日本銀行の金融緩和策及び堅調な米国経済を背景に、緩やかな回復が続きました。

 このような情勢のもとで、当社は、３カ年の第５次中期経営計画（2019年３月期～2021年３月期）に基づき、当社

の強みが生かせ、かつ、成長が見込める事業については、設備投資や研究開発投資など経営資源の集中化を推し進

め、一方、収益性が低い事業については、その将来性等に検討を加え、販売の大幅縮小やコスト構造の抜本的改革に

取り組むなど、会社全体の収益力を強化するとともに新たな基盤作りを推進してまいりました。 

 その結果、当第１四半期累計期間の売上高は、顔料級酸化チタンの販売終了の影響はありましたものの、超微粒子

酸化チタンの生産能力増強が寄与いたしましたので、前年同期を上回る2,040百万円（前年同期比6.5％増）となりま

した。 

 一方、損益面につきましては、原燃料価格の高騰はありましたものの、売上高の増加などにより、営業利益は204

百万円（前年同期比22.7％増）、経常利益は200百万円（前年同期比22.1％増）、四半期純利益は159百万円（前年同

期比0.1％増）となりました。
 

 セグメント別の概況は、次のとおりであります。 
 

（酸化チタン関連事業） 

 酸化チタンにつきましては、酸化チタン事業再構築による顔料級酸化チタン製品の販売終了により、出荷数量が大

幅に減少いたしました。酸化チタン機能製品につきましては、ＵＶカット化粧品向け及びトナー向け新製品の採用並

びに自動車搭載用等電池向け製品が好調に推移したことなどにより、出荷数量が大幅に増加いたしました。 

 以上の結果、当セグメントの売上高は1,493百万円（前年同期比11.4％増）となり、原燃料価格の高騰はありまし

たものの、売上高の増加などにより、営業利益は195百万円（前年同期比46.5％増）となりました。 
 

（酸化鉄関連事業） 

 酸化鉄につきましては、化粧品向け新製品の採用はありましたものの、汎用品向け既存製品の需要の減少などによ

り、出荷数量が減少いたしました。 

 以上の結果、当セグメントの売上高は534百万円（前年同期比5.2％減）となり、売上高の減少及び原燃料価格の高

騰などにより、営業利益は５百万円（前年同期比79.8％減）となりました。
 
(2) 財政状態に関する説明 

 資産につきましては、商品及び製品、原材料及び貯蔵品などの増加があったものの、現金及び預金、受取手形及び

売掛金、機械及び装置などの減少から、当第１四半期会計期間末12,622百万円と前事業年度末に比べて755百万円減

少いたしました。 

 負債につきましては、短期借入金などの増加があったものの、賞与引当金、長期借入金などの減少から、当第１四

半期会計期間末6,699百万円と前事業年度末に比べて792百万円減少いたしました。 

 純資産につきましては、その他有価証券評価差額金などの減少があったものの、四半期純利益の計上による利益剰

余金の増加から当第１四半期会計期間末5,923百万円と前事業年度末に比べて37百万円増加いたしました。 
 
(3) 業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当社は、2019年９月30日付でチタン酸リチウム事業を分社化いたします。これに伴い、2020年３月期第２四半期よ

り連結決算へ移行いたします。 

 連結業績予想につきましては、現時点で合理的な算出が困難なため、算出が可能となりました段階で改めて公表い

たします。 

 なお、第２四半期累計期間・通期の業績予想につきましては、現時点では2019年５月15日に公表いたしました業績

予想と変更はありません。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

(1)四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(2019年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(2019年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 942 531 

受取手形及び売掛金 2,584 2,005 

商品及び製品 1,737 2,066 

仕掛品 770 767 

原材料及び貯蔵品 969 1,084 

その他 26 19 

流動資産合計 7,031 6,473 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,910 1,886 

機械及び装置（純額） 2,872 2,771 

その他（純額） 684 685 

有形固定資産合計 5,468 5,343 

無形固定資産 2 2 

投資その他の資産    

その他 887 814 

貸倒引当金 △11 △11 

投資その他の資産合計 876 802 

固定資産合計 6,346 6,148 

資産合計 13,378 12,622 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,186 1,201 

短期借入金 1,100 1,400 

1年内返済予定の長期借入金 629 578 

未払法人税等 41 13 

賞与引当金 131 38 

その他 1,593 808 

流動負債合計 4,682 4,041 

固定負債    

長期借入金 2,183 2,060 

退職給付引当金 620 593 

資産除去債務 3 3 

その他 1 0 

固定負債合計 2,809 2,658 

負債合計 7,492 6,699 
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    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(2019年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(2019年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,443 3,443 

資本剰余金 292 292 

利益剰余金 1,979 2,049 

自己株式 △39 △39 

株主資本合計 5,676 5,745 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 210 177 

評価・換算差額等合計 210 177 

純資産合計 5,886 5,923 

負債純資産合計 13,378 12,622 
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(2)四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 2018年４月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年６月30日) 

売上高 1,915 2,040 

売上原価 1,474 1,545 

売上総利益 441 495 

販売費及び一般管理費 275 291 

営業利益 166 204 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 4 6 

その他 4 4 

営業外収益合計 9 11 

営業外費用    

支払利息 9 11 

その他 1 3 

営業外費用合計 10 14 

経常利益 164 200 

税引前四半期純利益 164 200 

法人税、住民税及び事業税 0 3 

法人税等調整額 4 38 

法人税等合計 5 41 

四半期純利益 159 159 
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(3)四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
 
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
 
（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

1 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            (単位：百万円) 

  報告セグメント 
その他 
(注1) 

合計 調整額 
四半期損益計算書

計上額(注2)  
酸化チタン
関連事業 

酸化鉄 
関連事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,340 563 1,904 11 1,915 － 1,915 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － － 

計 1,340 563 1,904 11 1,915 － 1,915 

セグメント利益（営業利益） 133 29 162 3 166 － 166 

(注)1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、副産物等の販売を含んでおります。 
2 セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 
2 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。
 
Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）

1 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            (単位：百万円) 

  報告セグメント 
その他 
(注1) 

合計 調整額 
四半期損益計算書

計上額(注2)  
酸化チタン
関連事業 

酸化鉄 
関連事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,493 534 2,028 12 2,040 － 2,040 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － － 

計 1,493 534 2,028 12 2,040 － 2,040 

セグメント利益（営業利益） 195 5 201 2 204 － 204 

(注)1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、副産物等の販売を含んでおります。 
2 セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 
2 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。
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(重要な後発事象)

 当社は、2019年７月12日開催の取締役会決議に基づき、当社の100％子会社として株式会社TBMを新たに設立し、当社

のリチウムイオン二次電池向けチタン酸リチウム事業（以下、「本事業」といいます。）に関する権利義務の一部を株

式会社TBMに承継させる分割（以下、「本分割」といいます。）について、株式会社TBMとの間で分割契約（以下、「本

分割契約」といいます。）を締結いたしました。 

 また、本分割契約の締結と同時に、当社と株式会社東芝（本社 東京都港区、代表執行役会長CEO 車谷 暢昭、以

下、「東芝」といいます。）との間において、2019年10月１日に、当社が保有する株式会社TBMの株式の一部を、東芝

に譲渡する（以下、「本譲渡」といいます。）ことに関する事業承継契約（以下、「本事業承継契約」といいます。）

及び株式会社TBMの運営等に関する株主間契約（以下、「本株主間契約」といいます。）を締結いたしました。 
 
1. 本件の背景と目的 

 当社は、2010年からリチウムイオン二次電池向けのチタン酸リチウムを製造、販売しております。また、2012年に

は、チタン酸リチウム製造工場の生産能力を増強いたしました。当社のチタン酸リチウムを負極材料に用いた東芝のリ

チウムイオン二次電池は、安全性、長寿命、低温性能、急速充電及び高入出力等の優れた特長を有し、自動車、バス及

び鉄道等の乗り物、エレベーター等の産業機器並びに発電所等のインフラ設備に活用されております。さらに、リチウ

ムイオン二次電池を含む二次電池市場は、世界的に車載用、定置・産業用等の各方面で、今後も大きな伸びが期待され

ており、東芝のリチウムイオン二次電池もさらなる需要の拡大が見込まれております。そこで、当社は、この拡大する

需要に対応するため、リチウムイオン二次電池向けの新製品の開発及びチタン酸リチウムの生産能力の増強を図る上

で、広範な提携も視野に検討を進めてまいりました。 

 その結果、当社は、本事業を共同で推進することを目的として、東芝との間で合弁事業（以下、「本合弁事業」とい

います。）を開始することに合意いたしました。具体的には、当社及び株式会社TBMとの間で締結した本分割契約に基

づき、2019年９月30日を効力発生日（予定）として、当社から株式会社TBMに対して、本分割を実施後、本事業承継契

約に基づき、当社は2019年10月１日（予定）に、当社が保有する株式会社TBMの株式の一部を東芝に譲渡いたします。

株式会社TBMの運営等については、当社及び東芝の間において締結した本株主間契約に従うものとしております。 

 本合弁事業の開始により、株式会社TBMは、東芝との合弁会社として共同で運営されることとなります。株式会社TBM

は、東芝のグループ会社やその投資先との連携を進めるとともに、海外を含めたネットワークの活用が可能になりま

す。これにより、株式会社TBMは、チタン酸リチウムの新製品の開発、原材料の安価な調達、オペレーションの生産性

の改善及び生産力増強に向けた設備投資をより一層推し進めることが可能になると考えております。 
 
2. 子会社の設立 

(1)設立する子会社の概要（2019年７月12日現在） 

① 商 号 株式会社TBM 

② 所 在 地 山口県宇部市大字妻崎開作1727番地6 

③ 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長 井上 保雄 

④ 事 業 内 容 チタン酸リチウムの製造及び販売等 

⑤ 資 本 金 10百万円 

⑥ 設 立 年 月 日 2019年７月12日 

⑦ 大 株 主 及 び 持 株 比 率 
（2019年７月12日現在） 

（本譲渡後） 

当社 100％ 

当社  51％、東芝 49％（予定） 

⑧ 
当 社 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 

2019年７月12日現在において、当社は、当該会社の

発行済株式の100％を保有しております。 

なお、本譲渡により、当社は、当該会社の発行済株

式の51％を保有し、東芝は当該会社の発行済株式の

49％を保有することとなる予定です。 

人 的 関 係 

2019年７月12日現在において、当社の代表取締役社

長執行役員である井上保雄氏が当該会社の代表取締

役社長を兼任しております。なお、本譲渡後におい

ては、当該会社の取締役として、当社が自らの役職

員等の中から２名、東芝が自らの役職員等の中から

１名をそれぞれ指名する予定です。また、当該会社

の監査役として、当社が自らの役職員等の中から１

名、東芝が自らの役職員の中から１名を指名する予

定です。さらに、当社から当該会社へ従業員17名を

出向させる予定です。 
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    取 引 関 係 

2019年７月12日現在において、該当ございません。

なお、本分割の効力発生後においては、当社グルー

プは当該会社に対して、原料調達、研究開発、販売

管理、設備メンテナンス等の業務サービスを提供す

る予定です。 

(注)本合弁事業の相手先の概要は、「4. 合弁事業の開始」の「(4)本合弁事業の相手先の概要（2019年３月31日現

在）」をご参照ください。 
 
(2)日程 

取締役会決議日 2019年７月12日 

当社による子会社設立 2019年７月12日 
 
(3)今後の見通し 

当該子会社の設立に伴う業績への影響につきましては、軽微ですが、今後業績に重大な影響を与えることが判明し

た場合は、速やかにお知らせいたします。 
 
3. 会社分割 

(1)本分割の日程 

取締役会決議日（当社） 2019年７月12日 

取締役決議日 （株式会社TBM） 2019年７月12日 

本分割契約締結（当社及び株式会社TBM） 2019年７月12日 

株主総会決議日（株式会社TBM） 2019年７月12日 

本分割の効力発生日 2019年９月30日（予定） 

(注1)上記日程は、本件に係る手続進行上の必要性その他の事由によって必要となる場合には、当社及び株式会社

TBMが協議し合意の上、変更されることがあります。 

(注2)本分割は、当社においては、会社法第784条第２項の規定に基づく簡易吸収分割に該当するため、当社におい

て本分割契約の承認のための株主総会を開催いたしません。 
 
(2)本分割の要旨 

①本分割の方式 

当社を分割会社とし、当社の100％子会社である株式会社TBMを承継会社とする吸収分割（簡易吸収分割）です。 

②本分割に係る割当ての内容 

株式会社TBMは、本分割に際して、株式会社TBMの普通株式30,000株を発行し、その全てを当社に対して割当交付し

ます。 

③本分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

④本分割により増減する資本金 

該当事項はありません。 

⑤承継会社が承継する権利義務 

株式会社TBMは、本分割契約に従い、本分割の効力発生日において当社に帰属する本事業に関する資産、債務、契

約その他の権利義務（但し、本分割契約において別段の定めがあるものを除く。）を当社から承継します。なお、

株式会社TBMが当社から承継する債務については、免責的債務引受の方法によることとします。 

⑥債務履行の見込み 

本分割後の株式会社TBMは、資産の額が負債の額を上回ることが見込まれており、また、負担すべき債務の履行に

支障を及ぼすような事態は現在のところ想定されていないことから、本分割後においても、株式会社TBMの債務の

履行の見込みがあると判断しております。 
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(3)分割当事会社の概要 

 
分割会社（当社） 

（2019年３月31日現在） 

承継会社（株式会社TBM） 

（2019年７月12日現在） 

① 商 号 チタン工業株式会社 株式会社TBM 

② 所 在 地 山口県宇部市大字小串1978番地の25 山口県宇部市大字妻崎開作1727番地6 

③ 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 
代表取締役社長執行役員 

井上 保雄 

代表取締役社長 

井上 保雄 

④ 事 業 内 容 

チタニウム顔料その他一般顔料の製造

及び販売、硫酸、化学肥料その他化学

工業品の製造及び販売、鉱業等 

チタン酸リチウムの製造及び販売等 

⑤ 資 本 金 3,443百万円 10百万円 

⑥ 設 立 年 月 日 1936年６月22日 2019年７月12日 

⑦ 発 行 済 株 式 数 3,027,626株 1,000株 

⑧ 決 算 期 ３月31日 ３月31日 

⑨ 大 株 主 及 び 持 株 比 率 稲畑産業株式会社 7.0％ 当 社 100％ 

    株式会社東芝 6.6％    

    株式会社山口銀行 4.2％    

    株式会社山田事務所 3.2％    

    小西安株式会社 3.1％    

    平 井 健 治 2.3％    

    平 井 聖 子 1.7％    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

藤 木 洋 明 1.6％    

 

 

 

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口

5） 

1.5％    

日本マスタートラスト信託

銀行株式会社（信託口） 
1.4％    

⑩ 直前事業年度（2019年3月期）の経営成績及び財政状態 

売 上 高 8,213百万円（個別） － 

営 業 利 益 563百万円（個別） － 

経 常 利 益 541百万円（個別） － 

1 株 当 た り 当 期 純 利 益 186.37円（個別） － 

純 資 産 5,886百万円（個別） 10百万円（個別） 

総 資 産 13,378百万円（個別） 10百万円（個別） 

1 株 当 た り 純 資 産 1,956.99円（個別） 10,000円（個別） 

(注)承継会社は、2019年７月12日に設立されており、直前事業年度が存在しないため、⑩直前事業年度（2019年３月

期）の経営成績及び財政状態については、その設立日における純資産、総資産及び１株当たり純資産のみを記載

しております。 
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(4)分割する事業部門の概要 

①分割する事業部門の内容 

当社の営むチタン酸リチウム事業 

②分割する事業部門の経営成績 

  本事業部門（a） 2019年３月期実績（b） 比率（a／b） 

売 上 高 1,295百万円 8,213百万円（個別） 15.7％ 

 

③分割する資産、負債の項目及び金額（2019年５月31日現在） 

資産 負債 

項目 帳簿価額 項目 帳簿価額 

流 動 資 産 360百万円 流 動 負 債 262百万円 

固 定 資 産 992百万円 固 定 負 債 438百万円 

合計 1,353百万円 合計 700百万円 

(注)当社の分割する資産及び負債については、上記金額に本分割の効力発生日までの増減を加除して確定いたしま

す。 
 
(5)本分割後の分割会社及び承継会社の状況（2019年９月30日（予定）） 

  分割会社（当社） 承継会社（株式会社TBM） 

① 商 号 チタン工業株式会社 株式会社TBM 

② 所 在 地 山口県宇部市大字小串1978番地の25 山口県宇部市大字妻崎開作1727番地6 

③ 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 
代表取締役社長執行役員 

井上 保雄 

代表取締役社長 

井上 保雄 

④ 事 業 内 容 

チタニウム顔料その他一般顔料の製造

及び販売、硫酸、化学肥料その他化学

工業品の製造及び販売、鉱業等 

チタン酸リチウムの製造及び販売等 

⑤ 資 本 金 3,443百万円 310百万円 

⑥ 決 算 期 ３月31日 ３月31日 

 
(6)今後の見通し 

 本分割において、承継会社は当社の完全子会社であるため、本分割が業績に与える影響は軽微であります。 
 
4. 合弁事業の開始 

(1)本合弁事業の内容 

 当社と東芝は本合弁事業開始後、株式会社TBMを共同で運営し、チタン酸リチウムの新製品の開発、原材料の安価な

調達、オペレーションの生産性の改善及び生産力増強に向けた設備投資等を共同で進める方針です。なお、具体的な

提携内容については今後両社で協議してまいります。 
 
(2)合弁会社の概要 

 上記「2. 子会社の設立」の「(1)設立する子会社の概要（2019年７月12日現在）」並びに「3. 会社分割」の「(3)

分割当事会社の概要」及び「(5)本分割後の分割会社及び承継会社の状況（2019年９月30日（予定））」に記載の通り

であります。 
 
(3)合弁会社の業績見通し 

 株式会社TBMの業績見通しにつきましては、具体的な提携内容について今後両社で協議してまいりますので、現時点

では未定です。 
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(4)本合弁事業の相手先の概要（2019年３月31日現在） 

① 商 号 株式会社東芝 

② 所 在 地 東京都港区芝浦一丁目１番１号 

③ 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表執行役会長CEO 車谷 暢昭 

④ 事 業 内 容 

以下領域にて傘下分社会社を通じて事業運営：エネルギーシステムソ

リューション、インフラシステムソリューション、リテール&プリンテ

ィングソリューション、ストレージ&デバイスソリューション、インダ

ストリアルICTソリューション 

⑤ 資 本 金 200,044百万円 

⑥ 設 立 年 月 日 1904年6月25日 

⑦ 大 株 主 及 び 持 株 比 率 

GOLDMAN, SACHS & CO. REG 10.1％ 

SMP PARTNERS(CAYMAN)LIMITED AS TRUSTEE OF 

ECM MASTER FUND 
5.9％ 

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 4.1％ 

CHINOOK HOLDINGS LTD 3.9％ 

KING STREET CAPITAL MASTER FUND, LTD 2.5％ 

第一生命保険株式会社 2.1％ 

日本生命保険相互会社 2.0％ 

STATE STREET BANK WEST CLIENT – TREATY 505234 1.9％ 

東芝持株会 1.9％ 

KSS TRADING I LTD 1.8％ 

⑧ 
当 社 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 
当該会社は当社の株式6.6％を保有しておりま

す。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 
当社は、当該会社にチタン酸リチウムを販売し

ております。 

関 連 当 事 者 へ の 

該 当 状 況 
該当事項はありません。 

⑨ 最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期 

連 結 純 資 産 △275,704百万円 1,010,734百万円 1,699,045百万円 

連 結 総 資 産 4,269,513百万円 4,458,211百万円 4,297,344百万円 

1 株 当 た り 株 主 資 本 △1,306.03円 1,201.78円 2,691.21円 

連 結 売 上 高 4,043,736百万円 3,947,596百万円 3,693,539百万円 

連 結 営 業 利 益 96,537百万円 86,184百万円 35,447百万円 

連 結 経 常 利 益 － － － 

当 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 （ △ 損 失 ） 
△965,663百万円 804,011百万円 1,013,256百万円 

1 株 当 た り 当 社 株 主 に 帰 属 

す る 当 期 純 利 益 （ △ 損 失 ） 
△2,280.76円 1,628.88円 1,641.85円 

1 株 当 た り 配 当 金 0円 0円 30円 

(注1)米国会計基準に準拠しています。 

(注2)2018年10月１日付で、普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行っています。これに伴い、2018年３月期

以前の「１株当たり株主資本」及び「１株当たり当社株主に帰属する当期純利益（△損失）」を組み替えて表

示しています。 
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(5)譲渡株式数、譲渡価額及び譲渡前後の所有株式の状況 

①本譲渡前の所有株式数 31,000株 

（議決権の数：31,000個） 

（議決権の所有割合：100％） 

②譲渡株式数 15,190株（予定） 

③本譲渡後の所有株式数 15,810株（予定） 

（議決権の数：15,810個） 

（議決権の所有割合：51％） 

④譲渡価額 500百万円（予定） 

 
(6)本合弁事業の日程 

取締役会決議日（当社） 2019年７月12日 

本事業承継契約及び本株主間契約の締結 2019年７月12日 

本譲渡実施日 2019年10月１日（予定） 

本合弁事業開始日 2019年10月１日（予定） 

(注)上記日程は、本件に係る手続進行上の必要性その他の事由によって必要となる場合には、当社及び東芝が協議

し合意の上、変更されることがあります。 
 
(7)今後の見通し 

 本合弁事業による業績への影響は、未定ですが、今後、業績に与える影響が明らかになり次第速やかに開示いたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上
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